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Mating in Forest Trees(Ⅸ)
Favourable Time for Contr011ed
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The fiowering and Polhnation of P'ηvs '92sザ′οTα α2' P.ιん″″う9ゲ
=河
we礎
observed, and artificial pollination was carried owt fOr determining the most
favourable time of pollination according to the prOcess of the flo、vering of the
female f10wers.
The prOcess of flowering of the Female f10、vers 、vas divided intO six stages
as shown in Tables l and 2.  P, とん22bθ″gJJ started tO f10wer in late April,
and P.」θηdげ′ο″ら in early May Generally, in both species, the beginning of
the flo、vering of male flolvers was a little later than that Of the female f10wers.
The f10wering period Of the female f10wers was 16 days in P,'92δ√′ο″α and
18 days in P ιん″ηb9TgどJ on the average considering individual trees, and that
of the male fio、v rs was about 10 days in both species.
The receptive period of the female flowers Of P Jθηsど,ο″α was 10 days and
the most favOurable time Of artificial pollinatiOn was 3 to 5 days.  A period
from the stage of exposure of micropylar arms to the carly stage of full bloom
lvas the most favourable time for artificial pollinatiOn. It was discOvered  that
the micrOpylar arm was the organ for catching pollen grains and the pollination
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林木の交配に関する基礎的研究 (Ⅸ)
材 料 と 方 法             結    果
鳥取大学農学部苗畑に植栽されている5～7年生アカ   1.開花の様式と経過
マツおよびクロマツを用いて実験を行なった。開花調査  アカマツ, クロマツの雌花の開花過程は次の6期に分
は,1968～1970年に行ない,各個体から雌花を5個ずつ けることができる。
選び出し,毎日開花状況を観察記録すると共に,時期別   (1)開花開始期……雌花の鱗片が芽鱗を破って外部
に雌花を採取して実体顕微鏡でくわしく調べた。雄花の に現われる時期。
開花調査は,毎日枝をゆすって花粉の飛散状況を調べた。  (21 腕状体露出期……鱗片の間にすき間ができて,
人工受粉はアカマツを用いて,1970年5月■～29日の期 珠孔腕状体が外部から見えるようになる時期。
間に,雌花の開花過程別に行なった。袋掛は東洋理光器   (3)受粉液分泌開始期……腕状体が受粉液でうるお
製交配袋を用いて,開花開始の直前に行なった。交配に い,白く光るようになる時期。
用いた花粉はその年に採集した混合花粉で,飛散の数日   (4)満開期……鱗片が全部開き,腕状体が外部から
前に花をもぎとり,室内で開花させて採集した。供試花 よく見える時期。
粉の発芽率は98%であった。人工受粉は午前9～10時に   (5)閉花開始期……腕状体がしおれて内側に曲り,
1回行なった。人工受粉の方法は,袋内に花粉が残らな 鱗片が閉じはじめる時期。
いようにするために,ガラスビンに花粉を入れ,直接そ   (6)閉花完了期……鱗片が完全に閉じる時期。
の中に雌花を挿入して受粉させた。翌年の10月に球果を  アカマツの開花状況は第1表,写真1の如くである。
採取して,結果および結実の状況を調査した。      開花時期および開花の経過は年によって多少異なる。雌
花は普通5月上旬に開花を開始する。開花開始後平均3
第1表 アカマ ツの開花状 況
開花の経過と所要日数
鉄自 袋 掛
1970年1968年     1969年     1970年     平 均
経
過宅|そ拿ミ3::
月 日     月 日     月 日     月 日
5,  2         5.  3         5.  9          5.  5
5.  6         5.  5         5, 13        5,  8
5.  6         5.  6         5. 14        5。9
5.  7         5,  7         5. 16        5  10
5, 12        5, 11        5. 21        5, 15
5. 19        5。 17        5. 26        5。 21
-        -       5.12      -
―       -     514～17     -












開花 開始 か ら満 開 ま で
腕 状 体露出 か ら満 開 まで
受粉液分泌開始から満開まで
満 開 か ら閉 花 開 始 ま で
満 開 か ら閉 花 完 了 ま で
腕 状 体 活 性 期 間
雌 花 の 開 花 期 間
花 粉 飛 散 期 間
花 粉 飛 散 盛 期
5475
1232
1            1           2            1
5455
12            10            10            11
6             6             8             7
17            14            17            16
-       -       9       -














1, ■:未開花, 2,121開花開始期, 3,13:開花初期, 4,14:腕状体露出期, 5:満開初期, 6,15,16











































































































月 日     月 日
4. 23        5.  1
4. 26        5.  5
4. 27        5.  6
4. 28        5.  8
5.  1         5. 12
5.  8         5. 19
-       5, 3
-       5.6～8












開花 開始 か ら満 開 ま で
腕 状 体露出か ら満 開まで
受粉液分泌開始から滴開まで
満 開 か ら閉 花 開 始 ま で
満 開 か ら閉 花 完 了 ま で
腕 状 体 活 性 期 間
雌 花 の 開 花 期 間
花 粉 飛 散 期 間
花 粉 飛 散 盛 期
8577
3233
2           1            2           2
3343
12           10           11           11
6            5            7            6
20            15            18            18
-       -       9       -




































雌花の開花過程 受 粉 日(1970年)
結果率  実粒率


















受 粉 時 期
第2図 アカマツにおける受粉時
期と球果の発育との関係



























満 開 初 期
満 開 中 期
閉 花 開 始 期
閉花中期～後期
閉 花 完 了 期
























































5月 10   20   30日   5月10   20




考     察
マツの開花および受粉の現象については,外国では
McWilliam 9)が二,三のマツで,Ehrenbergら2)が
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